
 
 

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

な
活
動
拠
点
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
方
々
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
様
々
な
体
験
・

交
流
・
学
習
活
動
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

 

設
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
市
内
で
最
も
歴
史
の
あ
る

教
室
の
一
つ
で
あ
る
『
学
園

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
』
は
、
平
成

19 
年
度
か
ら
河
東
学
園
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
様
々
な
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
　

　

　
今
年
度
に
お
い
て
も
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
土
橋
和

代
さ
ん
を
中
心
に
学
園
キ
ッ

ズ
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
（
鈴

木
勝
寛
委
員
長
）
を
構
成
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（

現
職
・
Ｏ
Ｂ
）
各
位
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
６

月
に
開
講
し
ま
し
た
。
　
　

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
囲

碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
折
り

紙
・
工
作
・
パ
ソ
コ
ン
・
手

品
・
昔
遊
び
な
ど
で
、
子
ど

も
た
ち
は
思
い
思
い
に
好
み

の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
し
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
夏
季
休
業
中
に
お

い
て
は
『
夏
休
み
移
動
教
室

』
と
し
て
会
場
を
公
民
館
へ

移
し
て
開
催
し
、
路
線
バ
ス

の
乗
り
方
教
室
、
料
理
教
室

（
手
打
ち
ラ
ー
メ
ン
・
チ
キ

ン
カ
レ
ー
ほ
か
）
・
史
跡
め

ぐ
り
・
昔
話
な
ど
、
様
々
な

体
験
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
う
し
た
活
動
に
あ
た
っ

て
は
、
河
東
町
そ
ば
愛
好
会
、

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

第
５
班
、
会
津
河
東
史
談
会
、

河
東
町
か
た
り
べ
の
会
の
皆

さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
有

意
義
な
活
動
と
な
り
ま
す
よ

う
、
更
な
る
お
力
添
え
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
や
学
校
が
抱
え

る
課
題
は
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
お
り
、
学
校
と
地
域
の

連
携
・
協
働
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
ま
た
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た
め

に
は
、
社
会
総
掛
か
り
で
の

教
育
の
実
現
が
不
可
欠
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

本
年
８
月
、
『
河
東
学
園
』

を
は
じ
め
市
内
５
つ
の
中
学

校
区
に
『
学
校
運
営
協
議
会

』
を
設
置
し
ま
し
た
。
　
　

　
こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
創
造
に
む
け
て
、

学
校
と
地
域
住
民
が
力
を
合

わ
せ
『
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
づ
く
り
』
を
目
指
す
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
、
小
中
学
校
長
、
河

東
地
域
に
お
け
る
各
種
団
体

の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
等
、

16 
名
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
協

議
会
で
、
次
年
度
以
降
の
学

校
運
営
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　
　

　
一
方
、
公
民
館
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
河
東
学
園
の
取

組
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
す
で
に
取
り
組
ん
で
い

る
『
学
園
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
』

に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
や
学

校
教
育
を
地
域
全
体
で
応
援

す
る
た
め
、
河
東
地
区
青
少

年
育
成
推
進
協
議
会
の
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
『
地

域
学
校
協
働
本
部
』
の
立
ち

あ
げ
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
『
学
園
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
』

　
今
年
度
も
楽
し
く
元
気
に
活
動
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（
折
り
紙
を
楽
し
む
こ
ど
も
た
ち
）

 

地
域
と
学
校
の

 
 

連
携
を
め
ざ
し
て

河公だよりは、各区長様のご協力をいただきながら、河東地域（日橋・八田・堂島）全世帯へ配布しています。

発行：河東公民館　電話 ７５－２１２７　FAX ７５－２１６５

（E-mail）kw-koumin@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp



子ども会活動の継続・活性化に向けて

～　地域ぐるみで子どもたちを育むために　～

　河東町子ども会育成会連絡協議会（河子連）は、昭和５６
年の結成から長きにわたり児童・生徒の健全育成はもとより
地域コミュニティの維持・活性化に重要な役割を担ってきま
した。
　この間、組織運営にご尽力いただきました歴代の役員及び
保護者の皆様方に対し心から敬意を表し感謝申し上げます。
　さて、現在の役員及び各支部の関係者各位におかれまして
は、少子化による児童・生徒数の減少とあいまって会員数も
減少し、支部活動の継続に苦慮されていることと存じ上げま
す。
　また、河東地域では、５３町内会のうち概ね半数の町内会
で組織化が厳しく活動を休止しており、河子連独自の事業で
ある『ラジオ体操模範実習会（７月）』、『ふれあい親子綱
引大会（１２月）』、『書初会（１月）』をはじめ、会津若
松市全体の事業である『こどもまつり（５月）』『提灯行列
（９月／写真）』、『雪まつり／絵ろうそくまつり（２月）
』などへ参加しにくい状況となっております。
　こうした状況を踏まえ、一人でも多くの児童・生徒が子ど
も会活動に参加する機会を確保できるよう、例えば、河東地
区体育連盟における１８地区の枠組み（町民運動会や駅伝に
参加する際の町内会の組み合わせ）などを参考としながら、
近隣町内会との連携・共同による支部の組織化につきまして
地域においてご検討をお願いできないかと考えております。
　公民館といたしましても、支部規約（会則）の変更など事
務面でお手伝いしてまいります。
　なお、河東地区体育連盟の枠組み、河子連の児童会員数は
右表のとおりですので、参考としていただければ幸いです。

【 写真 】　会津まつり提灯行列（神明通り）

地区名 支部名

六　新

田中原

28 35

新屋敷

横　堀

横　堀

99 92（広田）

（東）

倉　橋

藤　倉 5 6
倉　道 3 3
槻ノ木 7 5
難　波

金　田

塩　庭 15 15

8 7

界　野 6 6

浅　山
北　山

浅　野 6 8
南高野 南高野 3 2

東長原

長谷地東舘前 6 6
東高野

原　田

空也原 6 6
一本木

高　塚
高　塚 32 29
葉　山 27 21

八田Ａ

八田野 16 14
大　林

桜　石 2 1
六　軒 2 2

八田Ｂ

大野原

漆　沢 7 3
生　井

稲荷原

高ノ下

強清水

熊野堂 熊野堂 10 8

広　野

冬木沢

茶臼森

北高野

大田原
大和田 4 4
柏　原

岡　田 岡　田 10 8

福　島

福　島 14 12
西屋敷

大　曲

代　田

代　田 3 3
大　坪

北　畑

谷　沢

高　畑

京　手

本　宮

郡　山
郡　山

金　道 18 18

子ども会　会員数 337 314

河東学園小　児童数 409 388

子ども会加入率（％） 82.4 80.9

河東地区子ども会育成会
児童会員数（参考）

平　成
30年度

令　和
元年度

日
　
橋

六丁・
塩新 

駒板
（藤倉新田）

八
　
田

堂
　
島


